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関する結果（上記結果のは）〉について次のような定性的な解釈を試みた。 ??，? ? ?
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?
?
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リン脂糞入工モデル膜の機違根転移の自主青学的研究 109 
リップJレ相からLp’棺への毅和過程を膜内の炭化水素鎖軸の配向が時間とともに揃う過程として
考える。
議転移点（約34℃）に比較的近い温度額域では拐期状態がどちらのリップル相であっても緩和時
間は大きい。これは脂質摸内での蹟費分子の配向の復元力が小きくなるために生乙る臨界減速（ク
リティカJレスローイングダウン〉のため脂質膜の秩序化が遅くなる。
前転移点から離れた混度領域では、炭化水素鎖の配向が一定の方向に揃う‘薮生成・成長’過程
が進むと考えられる。 Pβ’相から急冷した場合は、もともと脂質膜内の脂糞分子炭北本素鎮の配向
が揃った大きなドメインを形成しているため、 Lp’相の温震領域ではこれが比較的短時間でさらに
大きなドメインに成長し易いと考えられる。この‘核生成・成長’過程は転移点からの温度差が大
きい迂ど，復元力が大きいため、目標温度が低湿になる法ど小さな緩和時間でLβ’相に秩序化きれ
る。これに対しPβ’（ mst）相から急冷した場合は、もともと」つの脂質膜内では炭化水素鎮の配向
の揃った小さなドメインが多数在在しているため配向を揃えようとする分子の回転拡散過程に時間
を要すると思われる。特に低温になるほど脂質分子の回転拡散が遅くなるため、炭化水素鎮の配向
の揃った大きなドメインの成長が妨げられると考えられる。
